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第２四半期（累計）業績予想との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 24 年５月 10 日に公表した平成 25 年３月期第２四半期（累

計）業績予想と本日発表の実績に差異が発生いたしましたので、その概要をお知らせするとと

もに、平成 25 年３月期の通期の業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．第２四半期（累計）業績予想との差異（平成 24 年４月１日～平成 24 年９月 30 日） 

（１）平成 25 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値との差異 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 12,030 160 140 90 10 19 

今 回 実 績（Ｂ） 12,370 300 259 197 22 37 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 340 140 119 107  

増 減 率（％） 2.8 88.0 85.5 119.5  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年３月期第２四半期） 
11,681 117 130 156 17 74 

 

（２）平成 25 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値との差異 

 売 上 高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 10,940 130 80 ９ 06 

今 回 実 績（Ｂ） 11,233 257 189 21 42 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 293 127 109  

増 減 率（％） 2.7 97.8 136.5  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年３月期第２四半期） 
10,666 118 144 16 32 
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（３）差異の理由（連結・個別） 

 第２四半期（累計）の業績につきましては、主に既存店の売上高が好調に推移したこと

や「魚べい」への業態転換が順調に進んだこと等により収益性が向上し、営業利益、経常

利益及び四半期純利益は予想を大幅に上回りました。 

 

 

２．通期業績予想の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

（１）平成 25 年３月期通期連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 23,760 370 350 170 19 25 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 24,300 480 440 130 14 72 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 540 110 90 △40  

増 減 率（％） 2.3 29.7 25.7 △23.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
23,216 387 435 339 38 39 

 

（２）平成 25 年３月期通期個別業績予想数値の修正 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 21,620 340 220 24 91 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 22,040 440 250 28 31 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 420 100 30  

増 減 率（％） 1.9 29.4 13.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
21,251 452 338 38 39 

 

（３）業績予想修正の理由（連結・個別） 

 通期の業績予想につきましては、第２四半期（累計）の実績及び最近の業績動向を踏ま

え見直した結果、連結の当期純利益を除き、予想を上回る見通しとなりました。 

 また、連結の当期純利益におきましては、子会社の特別損失の発生が懸念されるため、

予想を下回る見通しとなりました。 

 

 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


